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心を込めて仕上げた花の寄せ植え

手作りの昼食を味わいながら談笑

芭
蕉
の
宿
所「
四
兵
へ
」宅
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
新
田
町（
現
千
石
町
）の
標
柱

日
和
山
に
立
つ
芭
蕉
と
曽
良
の
銅
像
。

近
く
に
は
貞
享
２
年（
１
６
８
５
）年
に

詠
ん
だ「
雲
折
々
人
を
や
す
む
る
月
見

か
な
」の
句
碑
も
あ
り
ま
す

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。２
月

の
節
分
時
期
に
手
作
り
す
る

「
恵
方
巻
き
」は
、地
区
内
か
ら

注
文
が
殺
到
す
る
人
気
ぶ
り
で

す
。

　

活
動
内
容
や
開
催
日
は
、あ

ら
か
じ
め
決
め
て
は
お
ら
ず
、

次
回
や
り
た
い
こ
と
や
集
ま
れ

る
日
を
参
加
者
で
話
し
合
っ

て
、決
め
る
の
が
大
き
な
特
徴

で
す
。

　

代
表
の
阿
部
征
子
さ
ん
は

「
対
象
は
地
区
民
全
般
で
す
が
、

参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
は
女
性
。

男
性
に
も
積
極
的
に
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
」と

話
し
ま
す
。

　
設
立
発
起
人
で
事
務
担
当
の

遠
藤
信
子
さ
ん
は「
お
ち
ゃ
っ

こ
会
以
外
に
も
、地
区
内
に
多

く
い
ら
っ
し
ゃ
る
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
男
性
ら
を
招
い
た『
地

域
食
堂
』を
開
催
す
る
な
ど
交

流
活
動
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
」

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
十く
ぐ
な
り
八
成
地
区
の
住
民
に
参
加

を
呼
び
掛
け
毎
月
１
回
、「
お

ち
ゃ
っ
こ
会
」と
い
う
昼
食
を

兼
ね
た
交
流
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
３
回
目
の
６
月
18
日

は
70
～
80
歳
代
の
女
性
12
人
が

参
加
。活
動
拠
点
に
し
て
い
る

「
く
ぐ
な
り
会
館
」周
辺
の
除
草

作
業
を
し
た
後
、ミ
ニ
バ
ラ
、ラ

ベ
ン
ダ
ー
、ツ
タ
類
を
直
径
20

㌢
、高
さ
10
㌢
ほ
ど
の
丸
い
プ

ラ
ン
タ
ー
に
寄
せ
植
え
す
る
活

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。完
成

し
た
寄
せ
植
え
は
各
自
で
持
ち

帰
り
、牡
鹿
地
区
内
の
公
共
施

設
、病
院
な
ど
に
も
届
け
ま
し

た
。

　
昼
食
で
は
皆
で
手
作
り
し
た

冷
や
し
中
華
、わ
ら
び
餅
な
ど

を
味
わ
い
な
が
ら
談
笑
し
、次

回
の
活
動
内
容
や
開
催
日
程
な

ど
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

結
成
は
平
成
20
年
４
月
。以

前
の
活
動
拠
点
だ
っ
た
十
八
成

老
人
憩
の
家
が
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
て
解
体
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、高
台
の
十
八
成
復
興
公

営
住
宅
そ
ば
に
新
た
に
地
区
で

建
築
し
た
く
ぐ
な
り
会
館
へ
活

動
拠
点
を
移
し
、29
年
４
月
か

ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

毎
回
、16
～
18
人
が
参
加
し

菓
子
作
り
、お
花
見
、ク
リ
ス
マ

地
域
の
交
流
広
げ
た
い

十
八
成
サ
ロ
ン
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「
月
日
は
百
代
の
過
客
に

し
て
行
か
ふ
年
も
又
旅
人

也
」の
序
文
か
ら
始
ま
る『
お

く
の
ほ
そ
道
』は
、元
禄
２
年

（
１
６
８
９
）年
、松
尾
芭
蕉
が

門
人
の
河
合
曽
良
を
伴
っ
て
、

江
戸
の
深
川
か
ら
東
北・
北
陸

を
巡
り
、大
垣（
現
在
の
岐
阜

県
）ま
で
を
旅
し
た
記
録
を
、俳

句
を
織
り
交
ぜ
て
編
ん
だ
紀
行

文
で
す
が
、今
年
は
出
立
か
ら

３
３
０
年
の
記
念
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。そ
こ
で
本
稿
で
は
、芭

蕉
の
石
巻
で
の
足
跡
を
紹
介
し

ま
す
。

　
芭
蕉
が
関
東
か
ら
白
河
の
関

を
越
え
て
東
北
に
入
り
、奥
州

街
道
を
北
上
し
て
、白
石
、岩

沼
、仙
台
、多
賀
城
、塩
竃
、松
島

を
経
て
石
巻
に
至
っ
た
の
は

旧
暦
５
月
10
日（
新
暦
６
月
26

日
）で
し
た
。石
巻
に
到
着
し
た

芭
蕉
は
日
和
山
に
登
り「
数
百

の
廻
船
入
江
に
つ
ど
ひ
、人
家

地
を
あ
ら
そ
ひ
て
、竃
の
煙
立

つ
ゞ
け
た
り
」と
、米
蔵
な
ど
が

立
ち
並
び
に
ぎ
わ
う
仙
台
藩
最

大
の
港
町
の
様
子
を
記
述
し
て

い
ま
す
。日
和
山
か
ら
は
、歌
枕

「
袖
の
渡
り
」（
住
吉
）、「
尾
ぶ
ち

の
牧
」（
牧
山
）、「
ま
の
ゝ
萱
原
」

（
真
野
の
萱
原
）の
他
、金
華
山

も
眺
望
で
き
た
と
い
っ
て
い
ま

す
が
、金
華
山
は
実
際
に
は
日

和
山
か
ら
は
見
え
な
い
の
で
、

こ
れ
は
芭
蕉
の
脚
色
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。次
い
で
大
島
神

社
を
参
詣
し
て「
袖
の
渡
り
」に

立
ち
寄
り
、「
尾
ぶ
ち
の
牧
」、

「
ま
の
ゝ
萱
原
」を
遠
く
に
見
な

が
ら
、「
遥
な
る
堤
を
行
。心
細

き
長
沼（
河
北
町
）に
そ
ふ
て
」

登
米
で
一
泊
し
、か
つ
て
栄
華

生
涯
学
習
課

港
町・石
巻
の
活
気
記
す
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お
く
の
ほ
そ
道
３
３
０
年

を
極
め
た
平
泉
へ
向
か
い
ま

す
。

　

な
お
、曽
良
の
旅
日
記
に
よ

れ
ば
、松
島
を
出
立
し
た
芭
蕉

は
、矢
本
付
近
で「
コ
ン
ノ
源
太

左
衛
門
」か
ら
、石
巻
で
の
宿
所

「
四
兵
ヘ
」宅
を
紹
介
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。現
在
、そ
の
場

所
に「
新
田
町
」の
標
柱
が
立
っ

て
い
ま
す
。

　
日
和
山
に
立
つ
銅
像
の
眼
下

で
は
復
興
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、芭
蕉
が
見
た
風
景
と
は

か
け
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
、こ
の
記
念
の
年
に
、あ
ら
た

め
て
芭
蕉
の
足
跡
を
た
ど
っ
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　市総合運動公園の愛称が6月30日から「セイホクパーク石巻」になりまし
た。大手合板メーカーで石巻に工場があるセイホク株式会社（東京）が市か
らネーミングライツ（命名権）を取得しました。市としては初めての命名権
売却です。30日に現地であった除幕式では亀山市長ら関係者が石碑の除
幕を行い、新看板を披露しました。契約期間は令和4年6月30日まで3年間。
セイホクパーク石巻には野球場、フットボール場、テニスコートなど各種ス
ポーツ施設がありますが、個別施設の名称変更はありません。
□問 　体育振興課　☎25-6471

総合運動公園の愛称「セイホクパーク石巻」
初のネーミングライツ

いしぴょん いしぴぃ

プラス
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河 南

　尾崎地区にある久須師神社で６月９日、ご神体を12年に一度公開する「御開
帳記念祭」が行われました。本殿で神事があり、薬師如来など四つのご神体がお
披露目されました。境内の舞台で法印神楽が奉納され、長面浦産の焼きガキやカ
ニ汁が無料で提供されました。東日本大震災後、市内外へ移転した人たちも集ま
り、近況を報告し合いながら、祭りを楽しみました。

　河南公民館主催の分館対抗
球技大会は６月16日にビニー
ルバレーボールが遊楽館で、
同23日にソフトボールが河南
東中校庭で開催されました。
ビニールバレーは小崎分館、
ソフトボールは黒沢分館が優
勝しました。９月８日に東松島
市である「宮城ヘルシーふる
さとスポーツ祭石巻地区大会」の予選会を兼ねて行われました。

　女性教室｢こぶし塾｣が６
月20日、雄勝小・中学校体
育館で開かれました。今回
は14人が参加し、ニュース
ポーツである｢ペタンク｣を行
いました。ほとんどの方が未
経験でしたが、参加者は楽し
みながらも、時には真剣に練
習や試合に取り組みました。
お互いに声を掛け合いながら和気あいあいとプレーする姿も見られまし
た。参加者からは「けっこう良い運動になった」、「機会があればまた
やりたい」などの声が聞かれました。

　公園の多様な楽しみ方を
提案する「白浜ビーチパーク
デイ」が6月23日、白浜ビー
チパークで開かれました。親
子連れなど約30人がエコス
トーブと羽釜で炊いたご飯を
いただきました。美しい景色
を眺め、地元で採れたワカメ
やヒジキをおかずに一味違う
野外での朝食を楽しみました。このイベントは、北上地域復興応援隊が毎
月第4日曜日に趣向を変えて企画しています。

　内閣府の「女性のチャレン
ジ支援賞」に、NPO法人石
巻復興支援ネットワーク（愛
称やっぺす）が選ばれまし
た。兼子佳恵代表理事らが７
月10日、市役所を訪れ、菅
原副市長に報告しました。
やっぺすは、子育て世代の母
親などを中心に行政や地域、
企業と連携。仮設住宅への支援や100人を超える女性リーダーの育成な
ど男女共同参画社会実現への取り組みが高く評価されました。

　「第７回牡鹿半島はまっこ
市」が７月６日、鮎川浜の牡鹿
公民館跡地で開かれました。
地元で水揚げされた殻付きホ
ヤを約１㌧用意。詰め放題で
は１袋500円で提供し、参加者
は大きなホヤを袋に入れ、笑
顔を見せていました。定置網
で取れたサバとアジの詰め合
わせは整理券を配布して約150ケースを販売し、海産物や鯨肉、野菜、加工
品などの出店も並び、にぎわいました。

　松くい虫被害で減少が進む
松林を再生しようと、住民団
体「ものう夢ネットワーク」
と桃生公民館は７月７日、桃
生植立山公園にアカマツの苗
木750本を植樹しました。地
域住民や桃生中生徒ら約90
人が参加。石巻地区森林組
合から指導を受けながら高さ
30㌢ほどのアカマツの苗木を丁寧に植えました。植立山公園での植樹
活動は４回目で、毎年800本近くを植えています。

２種目で熱い戦い相次ぐ

ご神体、12年ぶりに御開帳

「ペタンク」で楽しく運動

「おいしいね」羽釜のご飯

女性のチャレンジ熱く後押し

ホヤ詰め放題に笑顔満開

松林再生へ苗木 7 5 0 本

久
須
師
神
社
で
記
念
祭

公
民
館
分
館
対
抗
球
技
大
会

女
性
が
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

白
浜
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
デ
ィ

石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
受
賞

「
は
ま
っ
こ
市
」が
盛
況

90
人
で
植
立
山
公
園
に
植
樹

雄 勝

河 北

石 巻

桃 生

牡 鹿 北 上
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